
京都府病院協会ニュース京都府病院協会ニュース

Kyoto Prefecture Hospital Association NewsKyoto Prefecture Hospital Association News

《発行所》一般社団法人 京 都 府 病 院 協 会　　《発行人》香 川 惠 造　〒604-8585 京都市中京区西ノ京東栂尾町 6  京都府医師会館内
TEL 075-354-6072　FAX 075-354-6074　http: //www.fubyokyo.kyoto.med.or.jp/

第12号
2018年 1月

会　

長　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

副
会
長　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

副
会
長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

小
　
西
　
郁
　
生

（
国
病
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

杉
　
山
　
　
　
博

（
国
病
機
構
宇
多
野
病
院
）

理　

事　

中
　
村
　
直
　
登

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

宮
野
前
　
　
　
健

（
国
病
機
構
南
京
都
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

監　

事　

倉
　
澤
　
卓
　
也

（
京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

依
　
田
　
建
　
吾

（
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ム
ク
オ
ー
レ
）

　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
の
九
州
北
部
地
方
を
中

心
と
す
る
豪
雨
災
害
、
10
月
に
は
京
都

府
北
部
で
の
由
良
川
の
水
害
な
ど
自
然

災
害
の
脅
威
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
一
年
で
し
た
。
一
日
も
早
い
被

災
地
の
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

医
療
界
に
お
い
て
は
、
第
７
次
医
療

計
画
の
策
定
に
む
け
た
審
議
、
医
師
を

は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
需
給
に

関
す
る
検
討
、
介
護
療
養
病
床
や
７
対

１
入
院
基
本
料
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
医
療
構
想
で
の
回
復
期
病
床

の
位
置
づ
け
な
ど
、
様
々
な
制
度
改
革

の
中
味
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
っ
て
い
る
中
と
は

い
え
、
い
ず
れ
も
腑
に
落
ち
る
よ
う
な

結
論
が
得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
状
況

で
す
。
共
通
し
て
感
じ
る
の
は
制
度
を

実
行
す
る
た
め
の
前
提
条
件
が
満
た
さ

れ
て
い
な
い
中
で
、
結
論
あ
り
き
？
の

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

か
ら
で
す
。
実
際
、
診
療
報
酬
は
２
年

毎
の
短
期
間
で
制
度
変
更
が
あ
り
、
そ

の
た
び
に
経
営
環
境
が
変
化
さ
せ
ら
れ

る
不
安
定
性
、
医
師
の
地
域
偏
在
が
解

消
さ
れ
て
い
な
い
中
で
全
国
一
律
の
医

療
提
供
体
制
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
で
す
。
地
方
で
は
慢
性
的
に
続
く

医
師
不
足
に
加
え
、
超
高
齢
化
と
急
速

な
人
口
減
少
が
進
行
し
ま
す
。
全
国
一

律
の
診
療
報
酬
体
系
で
は
地
方
の
医
療

提
供
体
制
を
守
る
こ
と
は
も
は
や
困
難

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
都

市
部
と
地
方
部
で
は
医
療
を
支
え
る
マ

ン
パ
ワ
ー
、
患
者
数
、
財
源
な
ど
、
両

者
の
差
異
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
く

の
は
明
ら
か
で
す
。
今
後
６
年
間
を
カ

バ
ー
す
る
医
療
計
画
に
お
い
て
は
こ
れ

ら
の
変
動
要
素
に
つ
い
て
も
考
慮
が
必

要
で
す
が
、
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
現
状
で
す
。

　
「
医
師
の
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま

す
。
早
け
れ
ば
２
０
２
４
年
に
も
執
行

す
る
と
い
う
時
間
設
定
の
み
が
先
行
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
れ
を
実

行
す
る
に
は
、
医
師
の
地
域
偏
在
の
解

消
や
多
額
の
手
当
の
財
源
な
ど
、
現
時

点
で
は
か
な
り
困
難
な
課
題
を
解
決
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

医
師
と
し
て
の
職
業
倫
理
を
ど
う
守
っ

て
い
く
か
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
多
く
の
先
生
方
が

不
安
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
責
任
者
出
て
こ
い
!!
」

の
心
境
で
す
。大
局
的
な
視
野
を
持
ち
、

実
行
し
た
政
策
に
心
か
ら
の
責
任
を
持

つ
司
令
塔
が
必
要
で
は
!!
と
愚
行
す
る

次
第
で
す
。

　

本
年
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
、
医
療
計
画
や
介
護
事
業
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
い
う
社
会
環
境
の
変
化
が

リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
迫
る
中
、
次
年
度

の
消
費
税
の
問
題
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

ま
さ
に
疾
風
怒
涛
の
時
代
の
始
ま
り
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
を
守
る
強
い
志
と
先
を
見
通
す
知
恵

が
問
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

山
積
す
る
諸
問
題
を
会
員
病
院
の
先

生
方
と
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
共
同
し

て
明
日
の
医
療
の
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

年
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本
会
顧
問
の
野
口
雅
滋
氏
（
社
会
福

祉
法
人
京
都
社
会
事
業
会
長
）
が
平
成

29
年
度
救
急
医
療
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
口
氏
は
、
京
都
桂
病
院
の
院
長

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
救
急
医
療

体
制
の
充
実
に
邁
進
さ
れ
、
京
都
府

病
院
協
会
に
お
い
て
は
13
年
に
わ
た

り
役
員
を
務
め
、
会
長
在
任
中
は
、

京
都
府
医
療
審
議
会
委
員
等
、
行
政

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
先
生
の
ご
受
賞
を
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

　

昨
年
12
月
18
日
、
平
成
30
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

改
定
率
は
全
体（
ネ
ッ
ト
）で
▲
１
・１
９
％
、

診
療
報
酬
本
体+

０
・５
５
％
、
薬
価
・

材
料
価
格
▲
１
・
７
４
％
と
な
り
ま
し

た
。改
定
率
の
決
定
を
受
け
て
、今
後
、

中
医
協
に
お
い
て
具
体
的
な
点
数
配

分
の
議
論
が
始
ま
り
ま
す
。

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
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平
成
29
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の
表

彰
式
が
昨
年
11
月
に
執
り
行
わ
れ
、

京
都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・

救
急
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、
個

人
２
名
と
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。
先
生
方

の
受
賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
会
か
ら
個
人
２
名
、
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労
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等
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1 ．診療報酬本体　　　　＋0.55％
　　各科改定率　　医科：＋0.63％
　　　　　　　　　歯科：＋0.69％
　　　　　　　　　調剤：＋0.19％
2 ．薬価等
　　①薬価　　　　　　　　▲1.65％※ 
　　　うち、実勢価等改定　▲1.36％
　　　薬価制度の抜本改革　▲0.29％
　　②材料価格　　　　　　▲0.09％

改定率　＋0.54％
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定

平
成
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酬
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定

診療報酬改定 介護報酬改定

改定率　＋0.47％
障害福祉サービス等報酬改定

今年も平成30年6月10日（日）、池坊短期大学にて第53回京都病院学会が開催されます。今回の
学会は京都私立病院協会が担当し、学会長には京都私立病院協会副会長の冨田哲也先生が就任され
ました。多数のご参加をお待ちしております。

京都病院学会 多数、ご参加ください！

日　時：平成30年6月10日（日）　午前9時～午後5時 場所：池坊短期大学

共　催：京都私立病院協会・京都府病院協会 参加費：医療関係者は無料（一般参加は1,000円）
テーマ：病院の認知症対応と京都地域包括ケアへの取り組み

〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地COCON烏丸8階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838　FAX：075－354－8802　MAIL：gakkai@khosp.or.jp

第53回

＜京都病院学会事務局 連絡先＞
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